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1. 緒言 

天然芝グラウンドは、スポーツによる踏  

圧1)によって損傷する可能性がある。そこで天

然芝の損傷に関する様々な問題を調べ、スポー

ツの頻度、各スポーツの損傷跡の特徴や年間を

通しての芝生の損傷について研究をした。 
 

2. 研究方法 
測定場所をグラウンド南側で二箇所(A 地点、

B 地点)、北側で四箇所(C 地点、D 地点、E 地

点、F 地点)に定めた。定めた地点を 2011 年 5
月 16 日から 12 月 12 日までの間に、計７回の

写真撮影を行った。それらを目視により数値化

をし、損傷度(1～5)を調べた。5 が最も損傷が

大きい。 
 

3. 結果および考察 
A、B 地点では、7 月 25 日に夏芝の補修が

行われたころから急激に回復し、10 月 4 日か

ら 12 月 12 日の測定まで安定した数値が見ら

れた。対して北側 D 地点から F 地点は、7 月

25 日の夏芝の補修が行われた後、回復は見ら

れたが A，B 地点ほどの回復は見られなかった。

C 地点は北側 4 箇所の中で最も損傷の回復が

見られなかった。最も損傷が見られた箇所は E
地点と F 地点だった。 
表１には得られた数値をまとめた。表には 6

地点の全測定期間にわたる損傷度の平均値も 
記した。 

 
 
 

表 1 測定期間の各地点の損傷度と平均 
  A B C D E F 

測定日             

2011/5/16 4 3 2 3 5 5 

2011/6/24 4 3 3 4 5 5 

2011/10/4 1 2 1 3 4 4 

2011/10/17 2 2 1 3 4 4 

2011/10/31 1 2 1 2 3 3 

2011/11/15 1 2 1 3 3 3 

2011/12/12 2 2 2 3 3 3 

平均 2.1 2.2 1.5 3 3.8 3.8 

 
 
4. 結言 

年間を通して芝生の損傷を経過観察してき

たが、人為的な損傷によるものから天然芝の自

生力だけでグラウンドが回復することは難し

いということが解った。季節によって芝生にか

かるストレスは変わり、その季節ごとの気温や

天候状況が芝生の自生力に大きく関わってい

るからである。今後、更なる継続的な研究がな

される必要がある。 
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